
公共交通のサービス水準について・・・バスのサービス水準

✓現在、県と連携しながらバスのサービス水準について検討中。

✓国の公共交通計画アップデートガイダンスを参考に、幹線8方面の現況サービス水準を、以下の６つの区分

 （A＋～E）にランク分け。

✓今後、将来の運行計画を具体化する段階においては、交通モードの現状や沿線人口、輸送状況（輸送人員や輸
送密度等）などを踏まえ、各軸ごとに運行回数（増便、維持等）を検討。

✓バスだけでなく、鉄軌道のサービス水準についても検討し、令和８年度末改訂予定の地域公共交通計画へ反映。
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利用できる水準
不便を感じる水準 不便なく利用できる水準

幹線(A+～Eランクは)はこの水準を確保▲出典:地域公共交通計画の「アップデートガイダンスVer1.0」
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